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【変換オプションの説明】  EXCEL設計書取り込みツール 2019 京都府版 

 

 

 

設定項目 説 明 

 □帳票番号が同一の単価表の参照化（名称規格は考慮しない）  単価表を参照化する際に、名称および規格を単価表の同一判断に使用しない

場合、こちらのチェックを有効にする。 

 □施工パッケージ積み上げ行は常に１単位で処理（設定維持） 

  （例、数量１、単位千m2 ⇒ 数量 1000、単位m2に置換する） 

次のように数量と単位を置き換えたい場合、こちらのチェックを有効にします。 

数量 1、単位 1000○ ⇒ 数量 1000、単位○ 

数量 1、単位 1,000○ ⇒ 数量 1000、単位○ 

数量 1、単位千○ ⇒ 数量 1000、単位○ 

数量 1、単位 100○ ⇒ 数量 100、単位○ 

数量 1、単位百○ ⇒ 数量 100、単位○ 

数量 1、単位 10○ ⇒ 数量 10、単位○ 

数量 1、単位十○ ⇒ 数量 10、単位○ 
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  【ファイル指定について】 

 

略称を入力後、[ 取り込み実行（ファイル指定など） ] ボタンをクリックし、 

       まずは、実施設計書のファイルを指定すると 

 

       その後、次の画面が表示される。 

 

 

      採用単価が掲載された積算参考資料ファイルを指定する場合は ［はい］ を、指定しない場合は ［いいえ］ をクリックする。 

以上     


